
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（指定管理者名）公益財団法人　東京都公園協会

指定期間

２　施設名 ３　収支（単位：千円）

収入　計

指定管理料

利用料金

支出　計

収支差

４　管理運営の概要

５　管理状況（維持管理）

実施方法：公園内で調査票を配布・回収／QRコード掲示によるWEBアンケート
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防災公園グループ

施設名
総合

満足度
植栽
管理

施設の
清潔さ
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H28.４.１　～　R８.３.31（10年間）

（団体の概要）都市緑化の推進、公園や水辺を通じた安らぎとゆとりの提供を目的として設立され、公益目的事
業（指定管理者事業を含む）及び収益事業を行う。

〇コロナ禍で公園の価値が再認識されています。外に出て遊びたい子どもたち、外出しづらくなった高齢者の方などを見据えながら、
心身の健康増進や、自然とのふれあい、防災における安全・安心を意識し、公園をより身近に感じていただけるような事業展開を行い
ました。
〇参加人数の制限やグループ単位の実施で、丁寧できめ細やかな説明やフィードバックが可能となり、公園の防災での役割を再認識し
ていただくとともに、地域の防災力向上の機会につなげました。
〇地元の様々な団体や専門ノウハウを持つ企業・団体等にアプローチし、連携して事業を行うことで、公園と地域の結びつきを強固な
ものとし、一緒に地域の魅力向上を目指しました。

〇東京2020大会に合わせ、全公園で趣向を凝らした「おもてなし花壇」を設置。大会に寄り添ったおもてなしの心を花と緑で表現しま
した。また、葛西臨海公園や武蔵野の森公園では、視認性を高めるため、樹木や株物の剪定を実施しテロ等の防止に努めました。
○ユニバーサル遊具のある砧公園、府中の森公園では、モニターアンケート調査の結果を反映し、フェンスの塗装や日除けの設置(砧
公園）、子ども用便座の設置や段差解消(府中の森公園）など施設改良を行い、より利用者に優しい施設にしました。
〇新たに善福寺川緑地、光が丘でロボット芝刈り機を導入。また、砧公園、和田堀公園、水元公園、武蔵野中央公園、東村山中央公園
では、樹木管理等にGISを導入し、デジタルを活用して良好な維持管理につなげました。
○台風や大雨等気象災害時には、事前に集水桝や側溝等の清掃や危険箇所の点検・補強、水防訓練等を行い出水を防止しました。ま
た、雪害対策として、降雪が始まると同時に主要園路や出入口を中心に融雪剤を散布するとともに、天候が回復次第、主要施設やス
ポーツ施設の除雪を職員と気象災害時対応業者と連携し、迅速に対応することで、翌日から利用者に支障なくご利用いただける環境を
整えました。
〇カシノナガキクイムシ・クビアカツヤカミキリなどの木を枯らす害虫やカエンタケについては、こまめな点検を行い被害状況を把握
すると共に、早期の伐採や剪定で事故防止に努めました。また、来園者に周知を図ることで害虫に対する意識が向上し、来園者も一緒
に注視し、秋留台公園や東大和南公園では来園者からの情報提供もありました。
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東白鬚公園、木場公園、砧公
園、駒沢オリンピック公園、
代々木公園	、善福寺川緑地、
和田堀公園、汐入公園、城北
中央公園、光が丘公園、舎人
公園、水元公園、篠崎公園、
葛西臨海公園、武蔵野中央公
園、府中の森公園、武蔵野の
森公園、小金井公園、東村山
中央公園、東大和南公園、秋
留台公園

令和３年度 令和２年度 公園別支出額

項目 金額 金額

東白鬚公園:78,152 城北中央公園:152,064 武蔵野の森公園:108,219
木場公園:185,770 光が丘公園:275,300 小金井公園:285,652
砧公園:170,871 舎人公園:351,704 東村山中央公園:76,884
駒沢オリンピック公園:187,106 水元公園:401,298 東大和南公園:72,704
代々木公園:330,596 篠崎公園:158,213  秋留台公園:83,706
善福寺川緑地:160,166 葛西臨海公園:360,816
和田堀公園:126,481 武蔵野中央公園:76,429
汐入公園:79,904 府中の森公園:124,751

3,895,089 3,787,188

内
訳

3,895,089 3,787,188

0 0

3,846,786 3,759,103

48,303 28,085
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７　入園者数の状況（単位：人）
施設名 当該年度

東白鬚公園
木場公園
砧公園

代々木公園
善福寺川緑地
和田堀公園
汐入公園
城北中央公園
光が丘公園
舎人公園
水元公園
篠崎公園
葛西臨海公園
武蔵野中央公園
府中の森公園
武蔵野の森公園
小金井公園
東村山中央公園
東大和南公園

秋留台公園

合　計

駒沢オリンピック公園

184,406 規模は縮小しましたがイベントや観察会等を積極的に開催したことや、スポーツ施設の利用者が昨年より増えたことが入園数増加につながりました。

2,219,430 東京2020大会の開催に伴う駐車場利用の制約等がありましたが、おもてなし花壇やデザイン花壇が好評で入園者数増につながりました。

1,361,817 例年より気温が高く上半期は入園者数が増えましたが、下半期は２年ぶりの降雪やコロナ禍の高まりで団体利用が控えられるなど減少し、トータルでは減少しました。

2,178,917 利用者の声を反映したユニバーサル遊具の施設改良や普及啓発の取組を行い、インクルーシブな公園づくりを推進しましたが、昨年度に比べて入園者数は微減しました。

1,731,503 ジャブジャブ池の予約システムを新規導入し、感染症対策を強化して安全・安心な環境づくりに努めた結果、入園者数が昨年度比118％となりました。

2,368,774 オリパラ練習会場利用や桜花期利用制限等により年間を通じて入園者数は減少しましたが、SNSを活用した新種バラ命名募集などコロナ過に配慮したコンテンツを提供し、好評を得ました。

1,479,699 セミの羽化動画やセルフ観察ガイドシート、アプリを活用した防災クイズラリーなど様々コンテンツを提供しましたが、昨年度より入園者数は減少しました。

1,397,790

「スタッフの応対」の満足度が高く、近隣住民の暮らしに根付いた公園に成長したことや、スポーツ施設の利用者が増えたことが入園者増加につながりました。

5,724,794

1,042,112 新規ユニバーサル遊具広場がオープンし、かわら版の発行や秋春の２回イベントを行うなど、誰もが遊べる広場の魅力発信ができ、入園者増につながりました。

地域住民からの意見を取り入れた樹木管理によって景観向上に取り組みましたが、入園者数は昨年度とほぼ同程度の推移となりました。

１年を通じてコロナ過でも密集ができにくい原っぱ広場での利用が多かったです。また、新たにミニガーデニングショーの開催を行うなどコンテンツも充実させ入園者増につながりました。

2,256,616 水際の自然環境への関心が高い公園ですが、コロナ禍のため「菖蒲まつり」が実施できなかったことが入園者数が伸びない理由の一つと考えております。

1,213,887

782,935

休日の運動広場利用率は高かったですが、例年に比べ団体利用から個人利用が多く目立ち、トータルでは減少しました。

２年ぶりの夏のじゃぶじゃぶ池開放、春秋のバラコンテンツの充実に加え、中高生の陸上競技場利用率が高く、入園者増につながりました。

東京2020大会競技会場に伴うのびのび親子館閉鎖や園内利用制限もあり、年間を通じて入園者は減少しましたが、下半期はコロナ禍でも楽しめるコンテンツを用意し、好評を得ました。

大きな広場や各種大型遊具、駐車場等があることが、密集回避を求めるファミリー層のニーズに訴求し、入園者増につながりました。

コロナ禍で密集を避ける目的で中央広場や遊具広場を利用するファミリー層が目立った半面、休日の団体利用は大幅に減少し、トータルでは減少しました。

676,881
2,270,515

695,927
1,298,536

2,034,083 テニス施設利用者が増加したことや、リニューアルしたハーブ園、新たにオープンしたハーブの香りカフェが好評を博し、入園者数を増やすことに成功しました。

1,060,943 生物多様性保全の取組や子供向け夏休みイベント等を実施して公園の楽しみ方を情報発信したことにより、入園者数が昨年度比119％となりました。

3,481,995 開園40周年記念事業の中で公園の歴史や新たな魅力を積極的に発信したことにより、入園者数が昨年度比113％となりました。

3,293,255 Ｃ地区の冒険の丘の開園、夏のじゃぶじゃぶ池の再開等コロナ禍でも楽しく公園を利用できるよう努めたことにより、入園者数増加につながりました。

948,409

分析






















































































	<公表様式>

